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(SP) 、ニューロキニンA、ニューロキニン Bが、主要なニューロキニンと考えられ、それぞれは NK1 受容体、 NK2








生後各ステージ( 0 、 2 、 5 、 7 、 10、 15 、 17、 20 、 25 、 30、 90 日)のウィスター系アルビノラットをぺントパルビ
タール麻酔下 (4 mg/100 g、腹腔投与)にて0.2% ピクリン酸、 2%パラホルムアルデヒド含有0.1 M リン酸緩衝液 (pH
7.4) による潅流固定を行い、直ちに眼球を摘出、網膜を同じ固定液で24時間浸漬固定( 4 0C) した。次いで網膜を30
%薦糖含有0.1 M リン酸緩衝液で洗浄後 (48時間)凍結切片を作成し、免疫組織化学に供した。







1LI の発現は弱いながらも確認できる。その後、生後 5 日齢から NK-1LI 陽性細胞は増加し、生後10 日齢でピークに達
し、その後はプラトーとなり生後90 日齢でも同等の発現が観察される。 NK-2LI についてはどのような個体発生のステ
ージでも観察できなかった。
NK-3LI 陽性細胞は 2 種に分類できる。第一の細胞体は主に内頼粒層の遠位および中間層に位置し上下に伸びる突
起は外網状層と内網状層の遠位部に入る。その細胞は形態学的には双極細胞である。第二の陽性細胞は内頼粒層の中
央部に細胞体が位置する。この細胞からは一本の突起が内網状層に向かいそこで分岐する。陽性細胞の細胞体と突起




SP はラット網膜において神経団路が完成する前の生後 5 日齢で既に発現している。タキキニン受容体のうち NK-1
のみが神経回路の完成するよりも早期(生後 O 日齢より)に発現している。この事実は SP の網膜成熟に及ぼす作用は
NK-1 受容体を介して発現する可能性を示す。
NK-3 受容体はほぼ回路形成の完成する時期である生後10 日齢網膜で始めて発現する。この事実は NK-3 受容体を
介するタキキニンの作用は回路形成には関与せず、専ら網膜での視覚伝達に関与していることを示す。










が完成している生後30 日で成熟レベルに達することが明らかになった。 NK-3 受容体を介するタキキニンの作用は双
極細胞による網膜の視覚情報の伝達、または、アマクリン細胞による内網状層での視覚情報の調節等に関与している
可能性を示す。
本研究におけるタキキニン受容体蛋白の生後発達における発現時期の相違、発現する細胞が異なることから、網膜
におけるタキキニン作動性システムは網膜内での明暗の情報伝達機構と神経回路網の形成を明らかにする上で、重要
な知見を与えるもので、学位論文に値すると考える。
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